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地震発生時の一時集合場所 

 

 

 

避難場所（ 一時集合場所に危険が及んだ場合）  

 



 
 

 

 

２ ０ ２ ４ 年（ 令和６ 年） １ 月には、 最大震度７ を観測し た石川県能登半島地震が発生し 、 能登地方で

は、 建物倒壊などによ り 、 多数の住民が死傷する など、 甚大な人的被害や住家被害が発生し た。 また、

広範囲に及ぶ長期間の停電や交通機能のマヒ などの間接被害が社会活動に大き な影響を及ぼし た。  

こ れによ り 、 １ ９ ９ ５ 年（ 平成７ 年） の兵庫県南部地震（ 阪神・ 淡路大震災） 以降の約２ ９ 年間で、

我が国では最大震度７ の地震を７ 回、 震度６ 強の地震を１ ８ 回記録し たこ と になり 、 平均する と 、 ほぼ

毎年のよ う に震度６ 強以上の地震が発生し ている こ と になる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

今後３ ０ 年以内の発生確率が７ ０ ～８ ０ ％、 発生すればマグニチュ ード ８ ～９ と さ れる 南海ト ラ フ地

震と の関連で、 近畿地方の内陸地震は活動期に入ったと いわれ、 京都市の地震被害想定では、 吉田キャ

ンパス、 桂キャ ンパスで最大震度７ の地震が想定さ れている 。  

本学と し ては、建物の耐震化、食料・

飲料水などの備蓄など、 危機管理計画

に基づく 取組を推進し ている と こ ろで

あるが、地震被害の最小化のためには、

構成員一人一人の日頃の取組が極めて

重要である 。  

 

 

—  自ら 実践する と と も に学生に指導を —  

 

○ 地震が発生し た際に適切な行動ができ る よ う 、 平素から 次の事項を確認し ておく 。  

① 建物の耐震性能（ 本学ＨＰ 「 京都大学施設の耐震性能」 を参照）  

② 建物内の二方向以上の避難経路（ 廊下・ 階段）  

③ 消火器、 自動火災報知設備の発信機・ 受信盤、 屋内消火栓・ 屋外消火栓などの設置場所（ 特殊な

消火設備が設置さ れている 場合は、 その特性や使用方法を含む。）  

④ 救急箱、 ＡＥ Ｄ、 ヘルメ ッ ト 、 懐中電灯等の安全用品の設置場所 

地 震 に 備 え て 

大学における 平素の“ 確認事項” と “ 遵守事項”  

（ 気象庁： 震度と 揺れ等の状況（ 概要） から 抜粋）  

 

各キャ ンパスの想定震度 

キャ ンパス  最大震度 最も 影響のある 地震 

吉田 ６ 強～７  花折断層 

宇治 ６ 弱～６ 強 
生駒断層、 宇治川断層 

黄檗断層、 南海ト ラ フ地震 

桂 ７  樫原水尾断層 

※ 京都市・ 宇治市地域防災計画から 引用 

 



 
 

⑤ 学内及び近隣の医療機関の場所 

⑥ 部局等で定めら れている緊急連絡網 

⑦ 安否状況の登録方法等（ ｐ ５ ． 参照）  

⑧ エレベータ ー使用中に地震に遭遇し た場合の対応方法等 

⑨ 部局等で定めら れている地震災害の際に避難する 場所（ 一時集合場所、 避難場所）  

 

○ 地震が発生し た際に、 迅速な防災活動を行う こ と ができ る よ う 、 平素から 次の事項を遵守する 。  

① 非常口、 防火戸、 防火シャ ッ タ ーの前には物を置かないこ と 。  

② 消火器、 自動火災報知設備、 屋内消火栓、 避難器具、 消防用進入口などのまわり に物を置かない

こ と 。  

③ 消火器は、 所定の場所から 動かさ ないこ と 。  

④ 避難路確保のため、室内を整理整頓し 、通路、出入口、廊下、非常口等に障害物を置かないこ と 。  

⑤ 高圧ガスボンベは、 床と 壁の両方に固定さ れたボンベスタ ンド に立て、 鎖で弛みなく 上下２ 箇所

を固定する か、 シリ ンダーキャ ビネッ ト に収納するこ と 。  

⑥ 書棚・ ロ ッ カー等や実験機器は、 地震時に移動・ 転倒し ないよ う 、 床、 壁等と 適切に固定する な

どの対策を講じ る こ と 。 また、 書棚・ ロ ッ カー等の上部に重い物や落下する と 危険な物を置かない

こ と 。  

⑦ 危険な薬品を使用する 者は、 地震時に容器が落下・ 転倒・ 衝突等によ って破損し ないよ う に適切

な安全対策を講じ るこ と 。また、 万一､容器が破損し た場合でも 、 薬品の流出・ 混合によ る 火災・ 爆

発等が発生し ないよ う に、 分離し て保管する こ と 。  

⑧ 指定さ れた場所以外に駐車・ 駐輪し ないこ と 。  

⑨ 防災管理者や各部局の部局長、 防火管理責任者、 防火管理者等が行う 防火防災に関する研修や訓

練に積極的に参加する こ と 。  

 

 

○ 大地震に遭遇し た場合、 自分の命を守り 、 被害を小さ く する のは自分自身である と いう 意識をも っ

て、 自宅などでも 普段から 地震対策に取り 組んでおく 。  

（ 参考－１  「 自宅での備え」、 参考－２  「 災害用伝言サービス」  参照）  

・  自宅の耐震化 

・  家具の転倒防止、 落下物の防止対策 

・  食料・ 飲料水・ 生活必需品の備蓄 

・  非常用持出品の準備 

・  家族や友人間の安否の確認方法  など  

＜常に携行し ている こ と が望まれる 物品の例＞ 小型の懐中電灯、 ホイ ッ ス ル、 携帯ラ ジオなど 

＜研究室等に準備し ておく こ と が望ま れる 物品の例＞ 

 懐中電灯、 運動靴、 予備眼鏡、 常備薬、 非常食、 手袋、 マス ク 、 携帯ラ ジオ、 携帯電話の充電装置など 



 
 

 

 

 

—  身 体 を 守 り 、 火 事 を 出 さ な い —  

—  責任者は落ち着いて大声で適切な指示を —  

－災害時要配慮者（障害者、外国人、高齢者など）に配慮を－ 

（ 責任者は、 常日頃のイ メ ージト レーニングが大切です。）  

 

 

① 地震発生－揺れを感じ たり 、 緊急地震速報を受信し

た場合は、 すぐに授業や実験等を中断する 。  

（ 参考－３  「 緊急地震速報」 参照）  

② 安全確保－すぐ に、周囲の者に身を守る よ う 指示する 。（ 安全確保行動１ -２ -３ 「 まず低く 、頭を

守り 、 動かない」 の実践）（ 参考－４  「 安全確保行動１ -２ -３ 」 参照）  

③ 負傷者の確認－揺れが収まったら 、 お互いに声を掛け、 負傷者の有無を確認し 合う 。  

④ 出火防止－火気使用設備器具の直近にいる 者は、 地震を感じ たと き 又は大きな揺れが収まった

と き に、 ガスコッ ク や燃料バルブの閉鎖・ 電源の遮断等の出火防止措置を行う 。  

 

 

① 協力要請－救出や応急手当を要する 事態があれば、周

囲の人に協力を呼びかける 。  

② 救出の原則－救出活動は、生存率の高い時間内に迅速

かつ効率的に行う ため、人命の危険が切迫し ている 人か

ら 救出し 、 救助を要する 人が多数いる 場合は、 救出作業が容易な人を優先する 。  

③ 火災発生時－救出活動の場所で、 同時に火災が発生し ている 場合は、 原則と し て火災を制圧し て

から 救出活動を行う 。  

④ 応急手当－負傷者は、 安全な場所へ搬送し てから 、 部局に備えら れている 救急箱や建物に設置さ

れているＡ Ｅ Ｄなどを使用し て、 救命等の応急手当を行う 。  

⑤ 医療機関への搬送－必要に応じ て、 医学部附属病院又は近隣の医療機関へ搬送する 。  

 

 

① 避難の判断－大き な揺れが収ま った後に、 安全な避

難経路を選定のう え、 落ち着いて屋外へ移動する 。  

※耐震性のある 建物にいる 場合－倒壊又は崩壊する 可

能性は低いので、 慌てて建物の外へ出ない。  

耐震性能を満たし ていない建物にいる 場合－大き く

被災する 可能性がある こ と から 、 余震に注意し な

がら でき る 限り 速やかに避難する 。  

地 震 が 発 生 し た と き  

室内で地震を感じ たら 、 緊急地震速報を受信し たら  

負傷者・ 要救助者があれば 

避難・ 負傷・ 行方不明の確認 

 

 

① ○○さ んを助ける ぞ。 手を貸せ！ 

② ○○さ んを△△（ 安全な場所） へ運

んでから 手当てする ぞ！ 

③ □□（ 部局の常備場所） から 救急箱、

Ａ Ｅ Ｄを持ってこ い！ 

その場における 責任者の指示の例 

 

 

① ○○の階段から 避難する ぞ。 エレベ

ータ ーは使う な！ 

② 屋外へ出る と き は、 落下物に気をつ

けろ！ 

③ 屋外へ出たら △△（ 部局で指定さ れ

ている 一時集合場所） へ集まれ！ 

その場における責任者の指示の例 

 

 

① 地震だ。 机にも ぐ って身を守れ！ 

② けが人はいないか！ 

③ 火（ ガス 、 他の熱源） を消せ！ 

 

その場における 責任者の指示の例 



 
 

② 災害時要配慮者への配慮－障害者、 外国人、 高齢者、 乳幼児、 妊産婦、 入院患者等を避難支援し

ながら 優先し て避難さ せる 。  

③ 避難の方法－徒歩（ エレベータ ーは使用し ない。 ）  

④ 避難の姿勢－埃を吸わないよ う にハンカチ等で口・ 鼻を押さ え、 落下物等に注意する 。 火災が発

生し ている場合は、 煙を吸わないよ う に、 濡れたハンカチ等で口・ 鼻を押さ え、 姿勢を低く する 。 

⑤ 防火戸等の閉鎖－避難後の火災等の拡大を防ぐため、 全員の避難を確認し た後、 部屋の扉と 防火

戸、 防火シャ ッ タ ーを閉める 。  

⑥ 落下物の注意－屋外へ出る 際には、 ガラ スや瓦などの落下物に注意する 。 （ 窓ガラ スは、 設置さ

れている高さ の 1/2 程度の距離まで水平方向へ飛散する 。 ）  

⑦ 屋外への避難－部局で定めら れている 一時集合場所へ避難する 。 なお、 一時集合場所に危険が及

んだ場合は、 部局が定めている 避難場所に避難する。  

⑧ 点呼によ る 確認－負傷や行方不明の有無、 避難者数の確認を行い、 その結果を部局の長等に報告

する 。 併せて、 火災や救出事案等に活動協力と 安否確認システムによ る 安否の登録を促す。  

  

 

 

（ 共通事項）  

〇 地震発生後、火災その他の緊急対応を要する事実を発

見し た者は、大声で周囲にいる 者に知ら せ、自動火災報

知設備の発信機を押す。  

〇 電話がつながる場合は、１ １ ９ 番通報を行い、電話が

つながら ない場合は、 周囲にいる 者と 手分けし て、 近

く の消防機関へ口頭で伝えに行く 。  

また、 でき る 限り 速やかに、 火災の発生場所・ 被害状況等を

部局の長及び部局等で定めた連絡先へ連絡する 。  

（ 火災の場合）  

〇 火災発見者及び火災現場周辺にいる 者は、 自分自身の安全を

確認し た上で、 消火器や屋内消火栓・ 屋外消火栓等で初期消火を行う 。  

〇 複数の出火場所がある 場合は、 避難経路と なる 場所を優先し て消火を行う 。  

〇 火災が拡大し 消火が困難と なった場合は、 決し て無理をする こ と なく 、 在室者の避難完了を確認

し た後、 部屋の扉と 防火戸（ 防火シャ ッ タ ー） を閉鎖し て避難する。  

（ 危険物・ 毒性物質等の発散その他の特殊な災害が発生し た場合）  

〇 危険物・ 毒性物質等が発散し た場所やその周囲の建物にいる 者は、 直ちに、 ド ア・ 窓を閉め、 ガ

ス・ 水道・ エアコ ン・ 換気扇を止め、 ド ア・ 壁・ 窓ガラ スから 離れ、 専門的な知識や技術を有する

教職員の指示の下に行動する 。  

〇 エレ ベータ ーの緊急停止について 

大半のエレ ベータ ーは、 震度４ 以上の揺れで最寄り の階に自動停止する 管制機能を有し ている 。  

し たがって、 自動停止し たと き は、 その階で降り て、 階段を使用し て避難する 。  

なお、 その場（ 階の途中等） で停止し た場合は、 イ ンタ ーホンの使用やド アをたたく 等の方法によ り 、 閉じ 込め

ら れている こ と を外部に知ら せ、 救出を待つ。  

火災その他の緊急事態が発生し たと き  
 

 

① １ １ ９ 番に電話し ろ！ 

  （ 電話が不通の場合： ○○さ んは消防

署へ知ら せに行け！）  

② 消火器を持ってこ い！ 

③ △△（ 避難経路を優先） の消火を行

う ぞ！ 

その場における責任者の指示の例 



 
 

（ 放射性物質に関係する 事故が発生し た場合）  

〇 放射性物質に関する 事故が発生し た場合又は発生する おそれがある 場合、 発見者は速やかに放射

線取扱主任者及び部局の長に連絡し 、 以後、 放射線取扱主任者等の指示の下に行動する 。  

 

 

地震によ る 被災建物応急危険度判定で「 危険」 と 判定さ れた建物や、 危険物・ 毒性物質等の発散等に

伴う 危険区域については、 立入り が禁止さ れ、 ロ ープやテープを張る 、 出入口付近に明示する 等の方法

によ り その旨を表示さ れるので、 その表示を遵守する 。  

 

 

京都市及びその周辺地域で震度６ 弱以上の地震

が発生すれば、  

① 自主的にスマート フォンやパソ コ ン、 タ ブ

レッ ト 端末から 「 安否確認システム」 にアク

セスし て、 自己の安否状況を登録する 。  

② 「 安否確認システム」 によ り 、 安否の登録

ができ ない場合は、 所属する 部局へ電話やメ

ール等によ り 、 自己の安否を報告する 。  

※ 京都市及びその周辺地域は、 次の地域です。  

京都府南部 － 京都市、 南丹市、 亀岡市、 向日市、 長岡京市、 宇治市、 城陽市、 八幡市、 京田辺市、 木津川市、

京丹波町、 大山崎町、 久御山町、 井手町、 宇治田原町、 笠置町、 和束町、 精華町、 南山城村 

滋賀県南部 － 大津市、 草津市、 守山市、 栗東市、 野洲市、 近江八幡市、 東近江市、 甲賀市、 湖南市、 日野町、  

竜王町、  

大阪府北部 － 大阪市、 豊中市、 池田市、 吹田市、 高槻市、 茨木市、 箕面市、 摂津市、 島本町、 豊能町、  

能勢町、 守口市、 枚方市、 八尾市、 寝屋川市、 大東市、 柏原市、 門真市、 東大阪市、 四條畷市、 交野市 

 

 

 

 

 

 

地震等の大規模災害時においては、 公共交通機関の運休や道路の通行止め等によ り 、 多く の方が通

勤・ 通学先から 自宅への帰宅が困難と なる こ と が想定さ れる 。 また、 こ う し た方が一斉に徒歩で帰宅

し よ う と する と 、 各地で混雑・ 混乱が発生し て、 帰宅者の安全が確保でき ない事態を招く と と も に、

消防車等の緊急車両等の通行が阻害さ れ、 被災地の救援にも 支障をき たすこ と が予測さ れる 。  

そのため、 本学では、 帰宅予定者を帰宅の見通し が立つまで安全な場所にと どまら せ、 無闇に移動

さ せないこ と を前提に、 情報の提供や備蓄し ている 飲料水・ 食料の配布、 帰宅困難と なる 教職員・ 学

生等が一時的に待機する スペース（ 一時収容施設） を提供する等の対策を実施する こ と と し ている。  

従って、 公共交通機関利用者や遠距離通勤者で帰宅困難が想定さ れる 者は、 部局や対策本部から の

指示に従って、 行動さ せるこ と 。   

自己の安否登録（ 安否確認システム）  

○ 自主報告がなく 、 安否が確認でき ない者に対する 追跡調査 

所属部局では、 本人への電話やメ ールによ る 直接連絡、 災害用伝言サービス ( 参考－２ ) での登録内容の確認、

本学ホームページ、 部局ホームページ、 教職員用メ ール（ Ｋ ＵＭai l ） によ る 本学への連絡の呼びかけ、 家族や

友人等への問い合わせなど によ り 、 安否確認の追跡調査を行う 。  

一斉帰宅の抑制、帰宅者支援 

二次災害の防止 “「 立入制限」 の遵守”  

【  安否登録の流れ 】

※ 登録後、 状況に変更があれば、 再登録し てく ださ い。 上書き さ れま す。

※ 緊急時に備え、上記③ロ グイ ン画面のURLを端末に登録してください。

京都市及びその周辺地域で

震度６ 弱以上の地震

大規模災害発生

た だち に自主登録

大学から 、 依頼メ ールを 送信し ま す
大学から の依頼メ ールを 受信し てから 登録

左記以外の

自然災害やパン デミ ッ ク

安 否 の 登 録 作 業
①京都大学HP（ ht t ps: //www. kyot o-u. ac. j p） にアク セス し 、 最下段のバナー「 安否確認

シス テム」 を ク リ ッ ク

②安否確認シ ステム ページ で「 安否登録」 をク リ ッ ク

③ロ グ イ ン 画面が表示さ れれば、 「 ロ グイ ン ＩＤ（ KUMOI ／KUMai l メ ールアド レ ス） と

パス ワ ード 」 を 入力（ 事前に初期設定を 行っ ていただく 必要があり ま す。 ）

④安否報告画面で安否状況を 登録し 、 「 安否状況を 報告する 」 ボタ ンを ク リ ッ ク

https://www.kyoto-u.ac.jp


 
 

（ 参考－１ ）   

自 宅 で の 備 え 

～災害に対するご家庭での備え～ こ れだけは準備し ておこ う ！ 

〇 自宅を耐震化する 

地震によ る 被害を最小限に抑え、 自分自身と 家族、 財産を守る ため、 建物を耐震化する 。  

特に、 昭和５ ６ 年以前の建物やバラ ンスの悪い建物は、 耐震診断を受け、 必要に応じ て耐震改修工

事を実施する 。  

○ 家具の転倒、 落下物を防止する  

阪神・ 淡路大震災では、 倒れてき た家具で多く の方が亡く なった。 家具必ず倒れる も のと 考え、 転

倒防止対策を講じ ておく こ と が必要である 。  

・  家具や大型電化製品は転倒し ないよ う 、 壁や天井に固定する 。  

・  寝室や子ども 部屋には、 でき るだけ家具を置かない。  

・  窓ガラ スや家具のガラ スには、 飛散防止フィ ルムを貼る 。  

・  手の届く と こ ろに、 懐中電灯やスリ ッ パ、 ホイ ッ スルを備える 。  

○ 食料・ 飲料水・ 生活必需品などを備蓄する  

・  各家庭では、 最低でも ３ 日間、 でき れば１ 週間程度の食料品等を備蓄する。  

・  冷蔵庫等を活用し て、 日常生活の食材を普段から 多めにスト ッ ク し 、 半分使ったら 、 買い足し て

おく 「 循環消費（ ロ ーリ ングスト ッ ク ）」 で、 無理なく 備蓄を習慣化する 。  

・  飲料水は１ 日１ 人３ リ ッ ト ル、 ト イ レなどの生活用水は浴槽の水張り で準備する 。  

・  カセッ ト コ ンロ などの熱源を準備する 。（ ボンベも 忘れずに）  

○ 非常用持出バッ グを準備する  

自宅が被災すれば、 市町村が開設し た指定避難所等で避難生活を送る こ と になるので、 非常時に持

ち出すも のをあら かじ め準備し ておく 。（ バッ グの重さ は、 男性１ ５ kg、 女性１ ０ kg 程度を目安に）  

重すぎる場合は、 自宅に保管し 、 二次持出品と する。  

・  一次持出品－避難生活にすぐに必要なも の。  

・  二次持出品－救援物資が届く までの間必要と なる も の。（ 必要の都度持ち出す。）  

○ 家族で話し 合い、 安否の確認方法を決める  

 ・  自治体から 防災マッ プ（ ハザード マッ プ） を入手し て、 落ち合う 集合（ 避難） 場所や避難経路を

話し 合って決めておく 。  

・  災害用伝言サービスを利用し て、 家族や友人間の安否の確認方法を決めておく 。  

（ 参考－２  「 災害用伝言サービス」  参照）   

ご飯（ 米、 パッ ク ご飯）、 ビス ケッ ト 、 板チョ コ 、 レ ト ルト 食品、 缶詰、 日持ちする 野菜・ 果物（ タ マネギ、 ジャ ガイ

モ、 バナナ、 リ ンゴ、 ミ カン）、 ト イ レ ッ ト ペーパー、 ティ ッ シュ ペーパー、 ラ イ タ ー（ マッ チ）、 ロ ウ ソ ク 、 カセッ

ト コ ンロ （ 予備ボンベ） など 

食料・ 飲料水、 貴重品（ 預金通帳、 健康保険証、 印章、 現金）、 救急薬品・ 常備薬、 携帯電話、 携帯電話の充電装置、

携帯ラ ジオ、 懐中電灯、 乾電池、 ヘルメ ッ ト （ 帽子・ 防災ずき ん）、 衣類、 生活用品（ ラ イ タ ー、 軍手、 紙コ ッ プ、 缶

切り 、 ビニールシート 、 栓抜き 、 ウ ェ ッ ト ティ ッ シュ など）、 その他（ 雨具、 防寒用品など 季節や天候に応じ て必要

なも のなど） ※ 乳児のいる 家庭は、 ミ ルク 、 ほ乳瓶、 紙おむつなど を準備する 。  



 
 

（ 参考－２ ）  

災害用伝言サービス（ 家族や友人間の安否確認）  

 

地震や台風、 集中豪雨など大き な災害が発生する と 、 被災地に電話が殺到し 、 回線が混雑し 、 つなが

り にく く なる 。 そのため、 通信各社では、 こ う し た通信の混雑の影響を避けながら 、 家族や友人と の間

での安否の確認や避難場所の連絡等をスムーズに行う ため、 固定電話・ 携帯電話・ イ ンタ ーネッ ト によ

る 「 災害用伝言サービス」 を提供し ている 。  

（ 種  類）  災害用伝言ダイ ヤル（ １ ７ １ ） －電話で安否情報を音声で伝言 

災害用伝言板－電話のイ ンタ ーネッ ト 機能で安否情報を伝言 

災害用伝言板（ web171） －電話番号をキーに安否情報を伝言・ 通知 

（ 利用開始）  震度６ 弱の地震が発生し た場合など  

（ 体験利用）  毎月１ ， １ ５ 日、 正月３ が日、 防災週間、 防災と ボラ ンティ ア週間 

  

 

災害用伝言ダイ ヤル（ １ ７ １ ）   （ 携帯電話、 スマホから ）  

 

音声を使用し た安否確認サービス（ ＮＴ Ｔ 東・ 西日本が提供）。  

３ ０ 秒以内の音声情報を伝言でき る 。（ 最大２ ０ 件まで登録可能）  

災害用伝言板（ web171） と 相互確認機能有り 。  

＜伝言の登録（ 録音） ＞ 

「 １ ７ １ 」 ＋「 １ 」 ＋「 電話番号（ 市外局番から ）」 ＋「 自分のメ ッ セージ録音」  

① 「 １ ７ １ 」 をダイ ヤルする 。（ 以降はガイ ダンスに従って操作する 。）  

② 「 １ 」 をダイ ヤルする 。（ 暗証番号を付ける 場合は「 ３ 」 ＋「 ４ 桁の暗証番号」）  

③ 「 被災地の自宅（ 又は、 連絡を取り たい相手） の電話番号」 をダイ ヤルする。  

④ ３ ０ 秒以内で自分のメ ッ セージを録音する 。  

＜伝言の確認（ 再生） ＞ 

「 １ ７ １ 」 ＋「 ２ 」 ＋「 電話番号（ 市外局番から ）」 ＋「 相手のメ ッ セージ再生」  

① 「 １ ７ １ 」 をダイ ヤルする 。（ 以降はガイ ダンスに従って操作する 。）  

② 「 ２ 」 をダイ ヤルする 。（ 暗証番号がある場合は「 ４ 」 ＋「 ４ 桁の暗証番号」）  

③ 「 被災地の自宅（ 又は、 連絡を取り たい相手） の電話番号」 をダイ ヤルする 。  

④ 相手のメ ッ セージが再生さ れる。  

災 害 用 伝 言 板  （ 被災地域内の携帯電話、 スマホから ）  

 

携帯電話等のイ ンタ ーネッ ト 機能を利用し た安否確認サービス。  

「 現在の状態と １ ０ ０ 文字以内」 の情報を伝言できる 。（ 最大１ ０ 伝言まで登録可能）  

＜伝言の登録＞（ 災害時には公式サイ ト のト ッ プ画面に「 災害用伝言板」 サイ ト が表示さ れる 。）  

① 「 災害用伝言板」 にアク セスし 、「 登録」 を選択する 。  

② 現在の状態を選択肢から 選び、 コ メ ント を入力する 。  

③ 最後に「 登録」 を選択し 、 登録完了する 。  

＜伝言の確認＞ 

① 「 災害用伝言板」 にアク セスし 、「 確認」 を選択する 。  

（ 伝言の確認は、 パソ コン等から も ができ る 。）   

ＮＴ Ｔ ド コ モ http://dengon .docomo.ne.jp/top.cgi  

Ｋ ＤＤ Ｉ (au) http://dengon .ezweb.ne.jp/ 

ソ フト バンク ／ワイ モバイ ル http://dengon .softbank .ne.jp/  

② 安否確認し たい相手の「 携帯電話番号」 を入力し 、「 検索」 を選択する 。  

③ 伝言一覧が表示さ れる ので、 確認し たい伝言を選択する 。  

http://dengon.docomo.ne.jp/top.cgi
http://dengon.ezweb.ne.jp/
http://dengon.softbank.ne.jp/


 
 

 

 

 

 

（ 参考－３ ）  

緊 急 地 震 速 報 

 

最大震度５ 弱以上と 推定し た地震において、 強い揺れ（ 震度４ 以上） が予測さ れる 地域の携帯電話

（ 携帯電話、 スマート フォン） に一斉に告知する も の。  

緊急地震速報を受信し た場合は、 周囲の状況に応じ て、 あわてずにまず身の安全を確保する 。  

 

※ 地震の発生直後に、 震源近く で地震（ Ｐ 波、 初期微動）  をキャ ッ チし 、 位置、 規模、 想定さ れ

る 揺れの強さ を自動計算し 、 地震によ る 強い揺れ（ Ｓ 波、 主要動）  が始まる 数秒～数十秒前に、

知ら せるシステムである 。 し かし 、 震源に近い場所では、 緊急地震速報が強い揺れに間に合わな

いこ と がある 。  

  

災害用伝言板（ web171）   （ 携帯電話、 スマホ、 パソ コ ンから ）  

 

イ ンタ ーネッ ト を利用し た電話番号をキーと する 安否確認サービス（ ＮＴ Ｔ 東・ 西日本が提供）。 

「 現在の状態と １ ０ ０ 文字以内」 の情報が伝言できる 。（ 最大２ ０ 件まで登録可能）  

事前設定によ り 、 メ ールや電話（ 人工音声） によ る 通知機能を有し 、 災害用伝言ダイ ヤル（ １ ７

１ ） と 相互確認機能が有る 。  

＜登録・ 確認＞ 

① U RL  https://www.web171.jp/ にアク セスする 。  

② 伝言を登録（ 確認） し たい方の電話番号を入力し て、「 登録（ 確認）」 を選択する 。  

③ （ 登録） 現在の状態を選択肢から 選び、 コ メ ント を入力し て、「 登録」 を選択する 。  

（ 確認） 災害用確認者の伝言を登録する こ と も でき る。（ 登録時の入力方法と 同じ 。）  

※ 相手先のアド レス・ 電話番号を登録する こ と によ り 、 伝言を通知でき る  

（ メ ール１ ０ 件、 電話１ 件）  

※ 他社携帯の伝言も 検索でき る 。  

安否情報をまと めて検索 

 

電話番号又は氏名をキーと し て、 各社の災害用伝言板およ び報道機関、 企業・ 団体が提供する

安否情報を一括で検索し 、 結果をまと めて確認するこ と ができ る 。  

N TT レゾナント  「 J-anpi」      ・ ・ ・ http://anpi .jp/top 

グーグル「 google パーソ ンファ イ ンダー」・ ・ ・ https://www.google.org/personfinder/japan 

https://www.web171.jp/
http://anpi.jp/top
https://www.google.org/personfinder/japan


 
 

（ 参考－４ ）  

安全確保行動１ －２ －３  

 

「 効果的な防災訓練と 防災啓発提唱会議」 が提唱する 地震発生時の身を守る 安全行動である 。  

地震発生時、 激し い揺れに襲われる まで、 または何かが落下し てく る まで、 自分の身を守るためには

数秒の猶予し かないかも し れない。  

いざと いう 時にすばやく 自分自身の安全を確保する ためには、 日頃の訓練で、 こ の行動を習慣化する

こ と が重要である 。  

 

● 室内にいる 時に地震が発生し たら  

その場で安全確保行動１ －２ －３ 「 まず低く 、 頭を守り 、 動かない」 を実践する。  

① まず体勢を低く し て地面に近づける。  

（ 強い揺れであなたが倒れる 前に！）  

② 固定さ れたデスク やテーブルの下に入り 、 頭

を守る 。 頭を守る も のがない場合は、 腕や荷物

を使う 。  

③ 揺れが止まる まで動かない。  

 

● 外出中に地震が発生し たら  

ビル、 木、 電柱や電線から 離れた場所を探し 、 そこ で安全確保行動１ －２ －３ 「 まず低く 、 頭を守

り 、 動かない」 を実践する 。  

揺れが止まる までそこ に留まる 。  

 

● 自動車運転中に地震が発生し たら  

周り に何も ない場所に停車し 、 シート ベルト を締めて地震が終わるまでそこ で停止する 。  



（ 教職員用）          地震発生時の一時集合場所・ 避難場所・ 緊急連絡先一覧（ 令和６ 年４ 月）  

◎ 地震災害時においては、 本一覧の記載事項に関わら ず、 別に指示があった場合は指示に従って行動し てく ださ い。  

吉田キャ ンパス  

 

 

（ 研究科・ 学部）  

名 称 一時集合場所 避難場所 
緊急時の連絡先 

連絡先 電話番号 E-Mai l  

文学研究科・ 文学部 
文学部校舎南西広場 

吉田グラ ウ ンド  
文学研究科事務部総務掛 075-753-2700 010somu＠mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

総合研究５ 号館前南側広場（ 5 号館使用者）  文学研究科事務部図書掛 075-753-2715 010t osho@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

教育学研究科・ 教育学部 教育学部本館東側広場 吉田グラ ウ ンド  教育学研究科事務部総務掛 075-753-3000 020kyosou@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

法学研究科・ 法学部 法経本館南側広場 吉田グラ ウ ンド  

法学研究科事務部総務掛 075-753-3102 soumu03＠mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

公共政策大学院 本部棟構内の北西角（ 百万遍交差近く の空地）  吉田グラ ウ ンド  

経済学研究科・ 経済学部 法経東館西側の広場 吉田グラ ウ ンド  経済学研究科事務部総務掛 075-753-3400 040soumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

経営管理大学院 総合研究２ 号館南側の玄関前スペース 農学部グラ ウ ンド  
経済学研究科事務部 

経営管理大学院掛 
075-753-3410 kei ei kyomu@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

理学研究科・ 理学部 
（ 次の 4 箇所のう ち近い場所）  
理学研究科１ 号館駐車場, 理学研究科４ 号館玄関前        

理学研究科５ 号館玄関前, 理学研究科６ 号館東側通路 
農学部グラ ウ ンド  

北部構内事務部 

総務課理学研究科総務企画掛 
075-753-3600 050somu＠mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

医学研究科・ 医学部 

医学部構内北側（ 先端科学研究棟以北）  

→芝蘭会館東側テニス コ ート 周辺 

芝蘭会館東側テニスコ ート 周辺 

（ 状況によ って）  

病院東構内臨床研究総合センタ ー周辺 

医学研究科事務部 

 総務企画課安全衛生掛 
075-753-4691     i gakuanzen@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

医学部構内南側（ 医学部Ｄ 棟以南）  

→医学部正門北側の通路 

病院西構内（ 分子生物実験研究棟）  

→人間健康科学科南棟南側の広場 

病院西構内（ メ ディ カルイ ノ ベーショ ンセンター棟、

医薬系総合研究棟）  

→サービスサプラ イ 棟の南側 

医学研究科人間健康科学系専攻 

・ 医学部人間健康科学科 
人間健康科学科南棟南側の広場 鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  

医学研究科事務部 

 総務企画課安全衛生掛 
075-753-4691      i gakuanzen@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

医学部附属病院 

（ 次の７ 箇所のう ちの最も 近い場所）  

Ｐ １ 駐車場（ 外来診療棟南側）  

第三臨床研究棟の南側 

先端医療研究開発機構( i ACT) 棟の南側 

第一臨床研究棟の南側 

サービス サプラ イ 棟の南側 

医生研３ 号館の西側 

南病棟の南側 

（ 次の７ 箇所のう ちの最も 近い場所）  

Ｐ １ 駐車場（ 外来診療棟南側）  

第三臨床研究棟の南側 

先端医療研究開発機構( i ACT) 棟の南側 

第一臨床研究棟の南側 

サービス サプラ イ 棟の南側 

医生研３ 号館の西側 

南病棟の南側 

医学部附属病院事務部 

 総務課総務掛 
075-751-3005 soumuk＠kuhp. kyot o-u. ac. j p 

mailto:010tosho@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
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薬学研究科・ 薬学部 薬学研究科本館正門前駐車場付近 
京都織物跡運動施設テニスコ ート 周辺・

鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  
薬学研究科事務部総務掛 075-753-4513 080yakusomu＠mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p  

工学研究科・ 工学部 

（ 吉田地区）  

本部構内 
（ 次の２ 箇所のう ちの最も 近い場所）  

総合研究８ 号館の南側 

工学部総合校舎の南側通路 

本部構内正門前広場 
桂地区（ 工学研究科） 事務部 

教務課教務掛 
075-753-5000 090kkyomu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

農学研究科・ 農学部 

（ 次の４ 箇所のう ち最も 近い場所）  

農学部総合館南側の通路（ 生協の北側） 、  

北側の広場、 南東角及び北西角の通路 

農学部グラ ウ ンド  
北部構内事務部 

 総務課農学研究科等総務掛 
075-753-6004 agr i -soumu2＠mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

人間・ 環境学研究科 

・ 総合人間学部 
吉田グラ ウンド  吉田グラ ウ ンド  

人間・ 環境学研究科 

 事務部総務掛 
075-753-6533 110soumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

エネルギー科学研究科 

総合研究８ ， １ ０ ， １ ３ 号館 

→総合研究８ 号館南側 

総合研究１ １ ， １ ２ 号館， 工学部総合校舎、  

総合研究１ ６ ， １ ７ 号館 

→総合研究１ １ 号館西側 

本部構内 

→吉田グラ ウ ンド  エネルギー科学研究科 

 事務部総務掛 
075-753-4871 energysoumu＠mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

先端エネルギー科学実験棟 

→先端エネルギー科学実験棟南側の通路 

先端エネルギー科学実験棟 

→農学部グラ ウ ンド  

アジア・ アフリ カ地域研究研究科 

総合研究２ 号館・ 別館（ 本部構内）  

→総合研究２ 号館中庭 

総合研究２ 号館・ 別館（ 本部構内）  

→本部構内正門北側広場・ 吉田グラ ウンド  

地域研究事務部総務掛 075-753-7302 t ounansoumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 
稲盛財団記念館（ 川端キャ ンパス）  

→稲盛財団記念館駐車場付近 

稲盛財団記念館（ 川端キャ ンパス ）  

→京都織物跡運動施設テニスコート 周辺・  

鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  

情報学研究科 

本部構内 

（ 次の４ 箇所のう ちの最も 近い場所）  

百周年時計台記念館北東の広場及び通路 

総合研究１ ２ 号館南側の広場及び通路 

総合研究８ 号館北東角の通路 

総合研究７ 号館北側通路 

吉田グラ ウ ンド  情報学研究科事務部総務掛 075-753-5945 140soumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

医学部構内 

→芝蘭会館東側テニス コ ート 周辺 

生命科学研究科 

医学部構内 

→医学・ 生命科学総合研究棟の東側通路 

医学部構内 

→芝蘭会館東側テニスコ ート 周辺 

生命科学研究科事務部総務掛 075-753-9221 150soumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

北部構内 

→農学・ 生命科学研究棟の南側通路 

北部構内 

→農学部グラ ウ ンド  

薬学部構内 

→薬学研究科本館正門前の駐車場付近 

薬学部構内 

→京都織物跡運動施設テニス コ ート 周辺 

病院西構内 

→i PS 細胞研究所棟南側通路 

病院西構内 

→鴨川左岸河川敷( 荒神橋-丸太町橋間)  

本部構内（ 総合研究１ ６ 号館）  

→総合研究１ １ 号館西側 

本部構内（ 総合研究１ ６ 号館）  

→吉田グラ ウ ンド  

地球環境学堂・ 学舎 
総合研究１ ４ 号館北側の空き 地周辺 

工学部物理系校舎北側の駐車場付近 
農学部グラ ウ ンド  地球環境学堂事務部総務掛 075-753-5630 

160t i kyukansoumu 

＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

総合生存学館 東一条館玄関南側の駐車スペース 吉田グラ ウ ンド  総合生存学館総務・ 広報掛 075-762-2001 gsai s-soumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 
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（ 研究所・ センタ ー等）  

名称 一時集合場所 避難場所 
緊急時の連絡先 

連絡先 電話番号 E-Mai l  

人文科学研究所 

人文科学研究所本館（ 総合研究４ 号館） の東玄関

前（ 北門南側）  

本部構内正門前広場 

 人文科学研究所事務部総務掛 075-753-6902 zi nbunsoumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

人文科学研究所分館玄関前空地 農学部グラ ウ ンド  

医生物学研究所 

南部総合研究１ 号館・ 医生研１ 号館南側駐車場

周辺、 医生研動物棟１ 南側（ 医生研２ 号館南西

側） 、 ｉ Ｐ Ｓ 細胞研究所棟南側通路、 西側駐輪

場周辺 

鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  医生物学研究所総務掛 075-751-3803 330soumu@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

経済研究所 

（ 次の 2 箇所のう のち最も 近い場所）  

経済研究所本館南側広場 

総合研究２ 号館の中庭 

本部構内正門前広場 経済研究所事務部総務掛 075-753-7102 soumu＠ki er . kyot o-u. ac. j p  

基礎物理学研究所 基礎物理学研究所研究棟西側の通路 農学部グラ ウ ンド  
北部構内事務部総務課基礎物理

学研究所総務・ 共同利用掛 
075-753-7000 390soumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

数理解析研究所 数理解析研究所西側の通路 農学部グラ ウ ンド  
北部構内事務部総務課 

数理解析研究所総務掛 
075-753-7202 400soumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

東南アジア地域研究研究所 
総合研究２ 号館（ 本部構内）  

→総合研究２ 号館の中庭   

稲盛財団記念館（ 川端キャ ンパス ）  

→稲盛財団記念館駐車場付近 

総合研究２ 号館（ 本部構内）  

→本部構内正門北側広場 

稲盛財団記念館（ 川端キャ ンパス ）  

→京都織物跡運動施設テニスコ ート 周辺・

鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  

地域研究事務部総務掛 075-753-7302 t ounansoumu@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

アフリ カ地域研究資料センタ ー 

ｉ PＳ 細胞研究所 

南部総合研究１ 号館・ 医生研１ 号館南側駐車場

周辺、 医生研動物棟１ 南側（ 医生研２ 号館南西

側） 、 ｉ Ｐ Ｓ 細胞研究所棟南側通路、 西側駐輪

場周辺 

鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  i PS 細胞研究所事務部総務掛 075-366-7001 i ps-soumu＠ci ra. kyoto-u. ac. j p 

フィ ールド 科学教育研究センター 農学部総合館北側の広場 農学部グラ ウ ンド  
フィ ールド 科学教育研究センター

事務室 
075-753-6416 f serc-j i mu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

学術情報メ ディ アセンタ ー 

学術情報メ ディ アセンタ ー北館 

→総合研究５ 号館西側玄関前広場 本部構内正門前広場 

（ 状況によ って）  

吉田グラ ウ ンド  

農学部グラ ウ ンド  

情報部情報推進課総務掛 075-753-7400 
740j yohoki kaku-soumu 

@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

総合研究５ 号館 

→総合研究５ 号館西側玄関前広場 

学術情報メ ディ アセンタ ー南館 
→学術情報メ ディ アセンター南館玄関前広場 

人と 社会の未来研究院 

稲盛財団記念館（ 川端キャ ンパス ）  

→稲盛財団記念館駐車場付近 

稲盛財団記念館（ 川端キャ ンパス ）  

→京都織物跡運動施設テニスコ ート 周辺・

鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  

人と 社会の未来研究院事務室 

（ 本部構内（ 文系） 共通事務部 

 総務課総務・ 国際掛）  

075-753-9670 i f ohs-j i mu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

関田南研究棟（ 別館）  

→正面出入口前及び東側コ イ ンパーキング 

関田南研究棟（ 別館）  

→農学部グラ ウ ンド  

南部総合研究１ 号館・ 医生研１ 号館（ 病院西 

構内）  

→南部総合研究１ 号館・ 医生研１ 号館南側の 

駐車場周辺 

南部総合研究１ 号館・ 医生研１ 号館 

( 病院西構内)  

→鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  

mailto:330soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:tounansoumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:fserc-jimu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
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野生動物研究センタ ー 正面出入口前・ 東側コ イ ンパーキング 農学部グラ ウ ンド  野生動物研究センタ ー事務掛 075-771-4393 j i mu_ yasei ＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

附属図書館 附属図書館正面玄関前の広場 本部構内正門前広場 附属図書館事務部総務課経理掛 075-753-2615 kei r i 660＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

高等研究院 

高等研究院本館、 西館、 高等研究院物質-細胞

統合シス テム拠点研究棟 

→西部講堂前広場 

（ 上記以外）  

・ 医学部構内に勤務する 教職員等 

→医学研究科・ 医学部の指定する 場所 

・ 他部局所属の主任研究者の研究グループに所

属する 教職員等 

→当該主任研究者の所属部局の指定する 場所 

高等研究院本館、 西館、 高等研究院物質

-細胞統合システム拠点研究棟 

→西部講堂前広場 

（ 上記以外）  

・ 医学部構内に勤務する 教職員等 

→医学研究科・ 医学部の指定する 場所 

・ 他部局所属の主任研究者の研究グルー

プに所属する 教職員等 

→当該主任研究者の所属部局の指定する

場所 

高等研究院事務部総務企画掛 075-753-9753 i as-admi n@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

国際高等教育院 

国際高等教育院棟、 吉田南 1、 2、 3 号館、  

吉田南総合館 

→吉田グラ ウ ンド  吉田グラ ウ ンド  

国際・ 共通教育推進部総務掛 075-753-9346 
A30kyoui kui n-shi en 

@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p  
近衛館 

→近衛館玄関前の空き 地周辺 

旧石油化学研究教室本館 

→本部棟北側の空き 地周辺 
本部構内正門前広場 

白眉センタ ー 
学術研究支援棟前空き 地 

（ ただし 、 教員は受入先の指定する 場所）  

本部構内正門前広場 
（ ただし 、 教員は受入先の指定する 場所）  

白眉センタ ー事務室 

（ 学術研究支援棟 １ 階）  
075-753-5315 hakubi -st af f @mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

総合博物館 総合博物館正面玄関前 本部構内正門前広場 総合博物館事務室 075-753-3272 880museum@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

福井謙一記念研究センタ ー センタ ー南側の庭 

高野中学校 

（ 状況によ って）  

下鴨中学校・ 養徳小学校 

福井謙一記念研究センター事務室 075-711-7708 090aki nen@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

学生総合支援機構 

吉田相談室・ 留学生相談室 

→旧石油化学教室本館東玄関前 

吉田南相談室 

→楽友会館玄関前 

北部相談室 

→旧演習林事務室東側の駐車スペース 付近 

障害学生支援部門（ DRC）  

→本部構内正門前広場 

吉田相談室・留学生相談室 

→本部構内正門前広場 

吉田南相談室 

→吉田グラウンド 

北部相談室 

→農学部グラウンド 

障害学生支援部門（DRC） 

→本部構内正門前広場 

教育推進・ 学生支援部学生課 

総務掛 
075-753-2505 840gakusei -soumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p  

大学文書館 大学文書館玄関前の駐車場 鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  大学文書館事務室 075-753-2651 archi ves@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

学際融合教育研究推進センタ ー 

（ 本体）  

本部構内正門前広場 

（ ただし 、 ユニッ ト の教職員等は、 所属する ユ

ニッ ト の世話部局の指定する 場所）  

本部構内正門前広場 
（ ただし 、 ユニッ ト の教職員等は、 所属す

るユニッ ト の世話部局の指定する場所）  

学際融合教育研究センター事務室

（ ただし 、 ユニッ ト の教職員等

は、 所属する ユニッ ト の世話部

局の指定する 連絡先）  

075-753-5365 

（ ただし 、 ユ

ニッ ト は除

く ）  

gakusai @mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

（ ただし 、 ユニッ ト は除く ）  

環境安全保健機構 

環境管理部門 
総合研究２ 号館南側（ 道路側） の玄関前スペース 本部構内正門前広場 環境管理部門事務室 075-753-7700 eprc-staf f ＠eprc. kyot o-u. ac. j p 

環境安全保健機構 

安全管理部門 
総合研究２ 号館南側（ 道路側） の玄関前スペース 本部構内正門前広場 安全管理部門事務室 075-753-3308 css-al l @mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

mailto:ias-admin@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:hakubi-staff@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:880museum@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:090akinen@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:840gakusei-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:archives@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:gakusai@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:css-all@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp


環境安全保健機構 

放射線管理部門 

医学部構内 

→放射線管理部門教育訓練棟南側の玄関前 

医学部構内 

→芝蘭会館東側テニス コ ート 周辺 
放射線管理部門事務室 075-753-7500 r i -al l @mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

北部構内 

→放射線管理部門分館東側の玄関前 

北部構内 

→農学部グラ ウ ンド  

放射線管理部門分館管理室・  

事務室 
075-753-7530  

環境安全保健機構 

産業厚生部門 
カンフォ ーラ 西側 健康管理室玄関前 本部構内正門前広場 施設部環境安全保健課保健衛生掛 075-753-2400 810hoken@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

環境安全保健機構 

低温物質管理部門 

総合研究５ 号館西側の玄関前 

北部・ 液化棟南側の道路 
農学部グラ ウ ンド  

北部・ 液化棟 075-753-4055 hel i um@www. l tm. kyot o-u. ac. j p 

低温物質管理部門事務室 075-753-4057 j i mu@l tm. kyoto-u. ac. j p 

情報環境機構 

学術情報メ ディ アセンタ ー北館 

→総合研究５ 号館西側玄関前広場 

学術情報メ ディ アセンタ ー南館 

→学術情報メ ディ アセンタ ー南館玄関前広場 

本部構内正門前広場 

（ 状況によ って）  

吉田グラ ウ ンド  

農学部グラ ウ ンド  

情報部情報推進課総務掛 075-753-7400 
740j yohoki kaku-soumu 

@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

成長戦略本部 国際科学イ ノ ベーショ ン棟北側広場 本部構内正門前広場 

成長戦略本部 企画管理部オペ

レーショ ン・ マネジメ ント ・ オ

フィ ス 総務・ 人事担当 

075-753-2271 sanren-ki kaku@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

国際戦略本部 本部棟北側の空き地周辺 本部構内正門前広場 企画部国際交流課国際企画掛 075-753-2045 kokusa850@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

男女共同参画推進センタ ー 芝蘭会館東側テニスコート周辺 芝蘭会館東側テニスコ ート 周辺 
人事部職員育成課 

ダイ バーシティ 推進室 
075-753-2235 g-e@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

 

 

 

 

（ 事務本部・ 共通事務部）  

名称 一時集合場所 避難場所 
緊急時の連絡先 

連絡先 電話番号 E-Mai l  

総務部 

本部棟北側の空き地周辺 本部構内正門前広場 

総務部総務課総務掛 075-753-2021 830soumu-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

人事部 人事部労務課総務掛 075-753-2055 jinji-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

財務部 財務部財務課総務掛 075-753-2127 820soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

施設部 施設部施設企画課総括調整掛 075-753-2300 810soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

企報部 企報部企画課総務掛 075-753-2600 kikakuka-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

渉外・産官学連携部 

国際科学イ ノ ベーショ ン棟 

→国際科学イ ノ ベーショ ン棟北側広場 
本部構内正門前広場 

成長戦略本部  

企画管理部オペレーション・マネジメ

ント・オフィス 総務･人事担当 

075-753-2271 sanren-ki kaku@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

百周年時計台記念館 

→本部構内正門前広場 

渉外・産官学連携部 

広報課広報企画掛 
075-753-2071 kohho_soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

mailto:ri-all@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:810hoken@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:helium@www.ltm.kyoto-u.ac.jp
mailto:jimu@ltm.kyoto-u.ac.jp
mailto:sanren-kikaku@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:kokusa850@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:g-e@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:830soumu-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:jinji-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:820soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:810soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:kikakuka-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:sanren-kikaku@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:kohho_soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp


教育推進・学生支援部 

学生課、厚生課、入試企画課 

→本部棟北側の空き地周辺 

学生課、厚生課、入試企画課 

→本部構内正門前広場 
教育推進・ 学生支援部学生課総務掛 075-753-2505 840gakusei -soumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

教務企画課 

→吉田グラウンド 

教務企画課 

→吉田グラウンド 

総合体育館 

→西部講堂前広場 

総合体育館 

→西部講堂前広場 

教育推進・ 学生支援部 

学生課総務掛 
075-753-2505 840gakusei -soumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

情報部 

学術情報メ ディ アセンタ ー北館 

→総合研究５ 号館西側玄関前広場 

学術情報メ ディ アセンタ ー南館 

→学術情報メ ディ アセンタ ー南館玄関前広場 

本部構内正門前広場 

（ 状況によ って）  

吉田グラ ウ ンド  

農学部グラ ウ ンド  

情報部情報推進課総務掛 075-753-7400 
740j yohoki kaku-soumu 

@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

研究推進部 

研究推進課、研究規範マネジメント室 

→本部棟北側の空き地周辺 

本部構内正門前広場 研究推進部研究推進課総務掛 075-753-2041 kensui.soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
利益相反マネジメント室 

→国際科学イ ノ ベーショ ン棟北側広場 

学術研究支援棟内各事務室 

→学術研究支援棟前空き地 

コ ンプラ イ アンス部 本部棟北側の空き地周辺 本部構内正門前広場 
コンプライアンス部 

内部統制室内部統制掛 
075-753-5135 kc-soumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p  

プロボストオフィス 本部棟北側の空き地周辺 本部構内正門前広場 プロ ボス ト オフィ ス 075-753-5366 
of f i ce-provost . senni n 

@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

本部構内（ 文系） 共通事務部 法経済学部北館東側の広場 本部構内正門前広場 本部構内（ 文系） 共通事務部 

 総務課総務・ 国際掛 
075-753-2463 A10soumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

本部構内（ 理系） 共通事務部 本部構内正門前広場 吉田グラウンド 本部構内（ 理系） 共通事務部 

 総務課総務・ 国際交流掛 
075-753-5004 A20soumu_ kokusai @mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

吉田南構内共通事務部 
 

吉田グラ ウ ンド  吉田グラ ウ ンド  
吉田南構内共通事務部 

 総務課総務人事掛 
075-753-9343 A30soumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

国際・ 共通教育推進部 

国際高等教育院棟、 吉田南 1 号館 

→吉田グラ ウ ンド  
吉田グラ ウ ンド  

国際・ 共通教育推進部総務掛 075-753-9346 
A30kyoui kui n-shi en 

@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

吉田国際交流会館 

→吉田国際交流会館玄関前の空き 地周辺 

旧石油化学研究教室本館 

→本部棟北側の空き 地周辺 

旧石油化学研究教室本館 

→本部構内正門前広場 

医学・ 病院構内共通事務部 医学部正門北側の通路 

芝蘭会館東側テニスコ ート 周辺 

（ 状況によ って）  
病院東構内臨床研究総合センタ ー周辺 

医学研究科事務部 

 総務企画課安全衛生掛 
075-753-4691       i gakuanzen@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

南西地区共通事務部 

南部総合研究１ 号館・ 医生研１ 号館南側駐車

場周辺、 医生研動物棟１ 南側（ 医生研２ 号館

南西側） 、 ｉ Ｐ Ｓ 細胞研究所棟南側通路、 西

側駐輪場周辺 

鴨川左岸河川敷（ 荒神橋－丸太町橋間）  南西地区共通事務部総務課総務掛 075-366-7102 A50soumu@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p  

北部構内事務部 
理学研究科１号館西側の玄関前 

農学部総合館南側の広場 
農学部グラ ウ ンド  

北部構内事務部 

施設安全課安全管理掛 
075-753-2254 a60anzen@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

北部構内事務部総務課人事掛 075-753-6023 a60hokubuj i nj i @mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

 

 

mailto:840gakusei-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
mailto:840gakusei-soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
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宇治キャ ンパス  

名称 
一時集合場所 

避難場所 
緊急時の連絡先 

建物 集合場所 連絡先 電話番号 E-Mai l  

化学研究所 

本館Ｎ棟 本館Ｎ棟北側 

おう ばく プラ ザ周辺 

宇治地区事務部 

総務課総務掛 

 

 

宇治地区守衛所 

（ 夜間・ 休日）  

0774-38-3333 

 

 

0774-38-4350

（ 夜間・ 休日）  

uj i . ki nkyu 

@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

本館Ｍ棟、 本館Ｗ棟 総合研究実験１ 号棟西側 

総合研究実験１ 号棟、 本館Ｓ 棟 総合研究実験１ 号棟南側 

共同研究棟 

本館Ｎ棟西出口・ 共同研究棟南側 極低温物性化学実験室、 極低温超高分解能電子顕

微鏡室、 超高分解能分光型電子顕微鏡棟 

核酸情報解析棟、 情報研究棟、 生物工学ラ ボラ ト リ ー 核酸情報解析棟南側 

イ オン線形加速器棟、 レーザー科学棟 高度マイ ク ロ波エネルギー伝送実験棟北側 

エネルギー理工学研究所 

本館Ｗ棟、 本館Ｍ棟、 本館Ｎ棟、 南１ 号棟、  

南２ 号棟、 南３ 号棟、 北１ 号棟、 北２ 号棟 
総合研究実験 1 号棟西側 

北３ 号棟、 北４ 号棟 北４ 号棟南側 

生存圏研究所  

総合研究実験１ 号棟、 本館Ｓ 棟、 本館Ｍ棟、 本館Ｎ棟 

本館Ｓ 棟南西側 
マイ ク ロ波エネルギー伝送実験棟、 宇宙太陽発電所研

究棟、 高度マイ ク ロ 波エネルギー伝送実験棟 

ナノ ハウス、 ナノ ファ ク ト リ ー、 材鑑調査室、 居住圏

劣化生物飼育棟、 木質材料実験棟( 木質ホール) ほか 

防災研究所 

本館Ｅ 棟北側 本館Ｅ 棟北側 

本館Ｅ 棟南側、 本館Ｓ 棟（ 一部）  本館Ｅ 棟南側 

本館Ｓ 棟 本館Ｓ 棟南東側 

地震災害研究センタ ー、 耐震構造実験室、 防災研

風洞実験室、 連携研究棟ほか 
生協南側 

工学研究科 
工学風洞実験室、 超空気力学実験室 イ ノ ベーショ ン拠点施設東側 

放射実験室 総合研究実験 1 号棟西側 

農学研究科 本館Ｍ棟 本館Ｅ 棟東側 

エネルギー科学研究科 北４ 号棟 北４ 号棟南側 

成長戦略本部 イ ノ ベーショ ン拠点施設 イ ノ ベーショ ン拠点施設東側 

宇治地区事務部 本館Ｅ 棟増築棟 本館Ｅ 棟東側 

学生総合支援機構 

宇治相談室・ 保健室 
大学生協 生協南側 おう ばく プラ ザ周辺 

教育推進・ 学生支援部

学生課総務掛 
075-753-2505 

840gakusei -soumu 

@mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

 

 

 



桂キャ ンパス  

名称 一時集合場所 避難場所 

緊急時の連絡先 

連絡先 電話番号 E-Mai l  

工学研究科・ 工学部 

桂キャ ンパス（ Ａ ク ラ スタ ー）  

→Ａ ク ラ スタ ー事務区事務室前の広場 

Ｂ ク ラ ス タ ー北側の駐車場・  

Ｂ ク ラ ス タ ー内のグラ ウ ンド （ 御陵公園

東面）  

桂地区（ 工学研究科） 事務部 

総務課総務掛 
075-383-3500 090ssoumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

桂キャ ンパス（ Ｂ ク ラ スタ ー）  

→Ｂ ク ラ スタ ー事務管理棟（ イ ンテッ ク セ

ンタ ー棟） 前の広場 

桂キャ ンパス（ Ｃ ク ラ スタ ー）  

→Ｃ ク ラ スタ ー中庭 

学生総合支援機構 桂相談室 
Ｂ ク ラ ス タ ー事務管理棟（ イ ンテッ ク セン

タ ー棟） 前の広場 

Ｂ ク ラ ス タ ー北側の駐車場又はＢ ク ラ ス

タ ー内のグラ ウ ンド （ 御陵公園東面）  

教育推進・ 学生支援部 

学生課総務掛 
075-753-2505 

840gakusei -soumu 

@mai l 2. adm. kyoto-u. ac. j p 

 

熊取、 犬山、 大津各構内 

名称 一時集合場所 避難場所 

緊急時の連絡先 

連絡先 電話番号 E-Mai l  

複合原子力科学研究所 複合原子力科学研究所テニス コ ート  複合原子力科学研究所テニス コ ート  複合原子力科学研究所総務掛 072-451-2310 
soumu2＠rr i . kyoto-u. ac. j p 

410soumu＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

ヒ ト 行動進化研究センタ ー ヒ ト 行動進化研究センタ ー本棟前 
ヒ ト 行動進化研究センタ ー駐車場 

( 旧テニス コ ート )  
ヒ ト 行動進化研究センタ ー総務掛 0568-63-0512 

soumu_ rei chou 

＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p 

生態学研究センタ ー 生態学研究センタ ー正面玄関前の広場 生態学研究センタ ー東南の圃場 生態学研究センタ ー事務室 077-549-8200 620groupa＠mai l 2. adm. kyot o-u. ac. j p  

 


